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サッカー活動中の落雷事故の防止対策について 
 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。日頃より当協会の活動にご理解、ご協力を賜りありがとうご

ざいます。 

さて、落雷事故の防止について、日本サッカー協会から「落雷事故防止対策の指針」が出されており、関係者の皆

様には再度、ご確認お願いいたします。また、その指針の他、防止のためにはより具体的な対応が必要となっていま

すが、予備日程がない、勝っているチームが試合続行を希望する等の理由から判断が遅くなったりすることもあります。 

下記に一例を上げさせていただきました。大会等の規模、役員数などが異なり、統一した規定や対応が難しいと思

いますが、各委員会や地区協会において、マニュアル等を作成し、各会場での判断が安全確保第一で行われるよう、

事前に要項に記載するなど、関係者やチーム代表者等に周知してください。 

落雷事故防止へのご協力をよろしくお願いいたします。 

敬具  

記 

１． 事前決定・確認事項 

（１） ＪＦＡ「サッカー活動中の落雷事故の防止対策についての指針」の配布及び確認 

〇中断や中止、再開の判断 

・雷鳴や雷光など落雷の予兆があった場合は速やかに活動を中断する。 

・雷鳴や雷光が止み 30 分以上が経過した場合、及び、該当エリアの雷注意報解除があった場合に再開する。 

（２） 大会等の中断や中止等の決定責任者の選出 

  【対応例】 

① 試合開始前・・・・・大会委員長、大会副委員長 （委員長、副委員長、会場責任者等） 

② 試合開始後・・・・・主審、マッチコミッショナー、会場責任者 

            ※サッカー競技規則上では「試合の中止は審判員の判断によること」となっている。 

※状況により、チーム代表者も話し合いに参加しても良い。 

（３）試合成立条件・不成立の場合の対応 

  【対応例】 

① 試合成立条件・・・・・・・・・前半が終了している場合は試合成立 

② 試合不成立及び同点・・・抽選、再試合（最初からやり直し、中断した時点から、等） 

（４）その他  

可能であれば、携帯型雷探知機又は AM ラジオを用意する。 

 

２．当日確認事項 

（１） 当日の気象庁発表による落雷警報、各会場での雷の状況把握 

（２） 避難場所の確認と連絡体制 

（３） 試合等中断や中止決定責任者の確認 

（４） 試合の中断・中止・再開等の判断基準の確認 

 

参考：日本サッカー協会 サッカー活動中の落雷事故の防止対策についての指針 

公益財団法人愛知県サッカー協会 WEB サイト上   http://www.aifa.jp/img/common/top/info_rakurai.pdf 

http://www.aifa.jp/img/common/top/info_rakurai.pdf

